
 

 
 

十
月
の
講
座 

申
込
み
は
社
会
教
育
館
（
６
２-

２
０
３
３
）
へ 

詳
し
く
は
、
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

＊ 

目
か
ら
う
ろ
こ
の
着
物
リ
メ
イ
ク
体
験
講
座 

 
 

絹
の
着
物
や
羽
織
（
裏
で
丈
が
決
ま
る
）
で 

ロ
ン
グ
ベ
ス
ト
を
手
縫
い
で
作
る
。 

絹
を
再
生
す
る
エ
コ
講
座 

 
 
 
 
 

＊ 

絹
の
小
物
作
り
体
験
講
座 

 
 
 

絹
の
古
布
を
使
っ
て
秋
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
菊
の
花 

 
 

栗
、
柿
を
作
る
。 

 
 

つ
る
し
て
も
机
上
で
も
飾
れ
る
作
品
。 

 
 

見
本
も
あ
り
ま
す
。 

＊ 

本
場
エ
ビ
チ
リ
ソ
ー
ス
作
り
体
験
講
座 

水
餃
子
・
エ
ビ
チ
リ
ソ
ー
ス
・
ス
ー
プ 

 
 

ク
ラ
ゲ
の
和
え
も
の
・
春
巻
き
五
品
の 

 
 

調
理
を
教
わ
っ
て
、
食
し
ま
す
。 

＊ 

草
木
染
め
体
験
講
座 

玉
ネ
ギ
の
皮
を
煮
出
し
鉄
媒
染
で 

絹
を
染
め
る
。 

＊ 

裂
き
布
ぞ
う
り
体
験
講
座 

 
 
 

木
綿
の
布
を
裂
き
、
一
足
の
ぞ
う
り 

を
作
る
。
エ
コ
講
座 

＊
一
閑
張
り
体
験
講
座 

薄
い
木
製
の
皿
に
和
紙
を
貼
り 

書
や
絵
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
乾
燥
さ
せ
て 

柿
渋
を
塗
り
菓
子
器
な
ど
と
し
て 

利
用
で
き
る
器
を
作
る
。
エ
コ
講
座 

 

富岡市社会教育館 

連絡先６２－２０３３ 

平成 22 年 9 月 

8 年 ２月 

富岡製糸場をユネスコ世界遺産に！ 

『絹つながり』応援で絹を使う講座を毎月入れます。 

 

 

 

 

 

 

来年の干支はうさぎ 

立ちうさぎをつくりまし

た。細工ものは毎回講師が

早めに見本を作って展示し

てくれます。１７名の人が

絹の細工ものに挑戦 ！ 

 ☇
世
代
交
代
の
準
備
ま
で
し 

て
い
ま
す
。
サ
ル
ス
ベ
リ
は 

強
い
と
は
聞
い
て
い
た
が
・
・ 

 

二
年
前
の
こ
の
木 

 

数
本
の
枝
だ
け 

入
口
前
の
百
日
紅
の

木
、
二
年
前
は
上
部
の

数
本
の
枝
し
か
出
ま

せ
ん
で
し
た
。
枯
れ
て

し
ま
う
の
で
は
と
案

じ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
の
暑
さ
の
中

で
満
開
の
花
、
子
ど
も

の
枝
ま
で
育
て
、
☇ 

 

白
い
萩 

講
堂
の
西
で
見
事
に
開
花
！ 

目からうろこの 

着物リメイク 

９月はパンツでした。 

社
会
教
育
館
に
は
赤
い
萩

よ
り
白
い
萩
が
似
合
う
だ

ろ
う
と
、
昨
年
植
え
た
も 

の
で
、
大
株
に
成
長
し
今
、

見
事
に
咲
い
て
い
ま
す
。 

講
堂
を
利
用
す
る
人
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。 

１４名が製作 

裂き布ぞうり作り体験講座 

３時間程時間はかかります

が、初めてとは思えないほど

の出来栄えです。なれると１

時間ほどで。自分で履いてよ

し、あげて喜ばれてまたよし。 

エコ講座 

 

生葉あい染 

は感動！     

曇 曇りの日も、 

  いい色上がり。 

 

 

 

 

 

 

子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
て

陶
で
作
る
体
験
講
座
で
、
大
皿 

一
枚
、
小
皿
二
枚
に
絵
を
描
き
ま 

し
た
。
可
愛
い
お
地
蔵
さ
ん
も
作 

れ
ま
し
た
。
十
二
名
参
加
。 

緑から青に 

サルスベリ 


